
(57)【要約】

【課題】　立てた状態で使用した場合であっても、吸湿

剤が積層体に接触する虞が少ない有機ＥＬパネルを提供

する。

【解決手段】　有機ＥＬパネル１１は、少なくとも第一

電極１７と有機層２０と第二電極２１とを有する積層体

１３を基板１２に形成し、少なくとも有機層２０を覆う

凹部１４ａを有し凹部１４ａ，２４ａに吸湿剤２５を設

けた封止部材１４を前記基板１２に接合してなる。封止

部材１４に、吸湿剤２５を塞き止める壁部２６を設ける

。壁部２６は、凹部１４ａに塗布された吸湿剤２５を囲

むように形成されている。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 第 一 電 極 と 有 機 層 と 第 二 電 極 と を 有 す る 積 層 体 を 基 板 に 形 成 し 、 少 な く と も
前 記 有 機 層 を 覆 う 凹 部 を 有 し 前 記 凹 部 に 吸 湿 剤 を 設 け た 封 止 部 材 を 前 記 基 板 に 接 合 し て な
る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 封 止 部 材 に 、 前 記 吸 湿 剤 を 塞 き 止 め る 壁 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 壁 部 は 、 前 記 凹 部 に 塗 布 さ れ た 前 記 吸 湿 剤 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 封 止 部 材 は 、 接 着 剤 に よ っ て 前 記 基 板 に 接 着 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 壁 部 は 、 前 記 接 着 剤 と 同 一 の 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 の 間 に 有 機 層 を 挟 持 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 含 む 積 層 体 を 基
板 上 に 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 種 々 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る
。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ 上 に 積 層 体 ３ を 形 成 し た も の で あ り 、 こ の 積 層 体 ３
は 、 第 一 電 極 ４ ， 絶 縁 層 ５ ， 有 機 層 ６ ， ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る 第 二 電 極 ７ を 有 す る
（ 図 ７ 参 照 ） 。 第 一 電 極 ４ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る も の で あ る 。 有 機 層
６ は 、 蒸 着 等 の 方 法 に よ っ て 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電 子 輸 送 層 及 び 電 子 注 入
層 を 順 次 形 成 し た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ８ ９ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 層 ６ は 封 止 ガ ラ ス ８ に 覆 わ れ て お り 、 こ の 封 止 ガ ラ ス ８ は ガ ラ ス 基 板 ２ に 紫 外 線 硬
化 性 の 接 着 剤 ９ で 固 着 さ れ て い る 。 封 止 ガ ラ ス ８ に よ っ て 形 成 さ れ た 気 密 空 間 内 に 湿 気 が
あ る と 有 機 層 ６ が 劣 化 す る た め 、 酸 化 カ ル シ ウ ム ， 活 性 ア ル ミ ナ ま た は シ リ カ ゲ ル 等 の 物
理 的 或 い は 化 学 的 に 吸 湿 す る 吸 湿 粉 粒 体 を フ ッ 素 系 オ イ ル や シ リ コ ー ン 系 オ イ ル 等 の 不 活
性 液 体 中 に 混 合 し て な る ゲ ル 状 の 吸 湿 剤 １ ０ を 封 止 ガ ラ ス ８ に 塗 布 し て 、 気 密 空 間 内 の 湿
気 を 吸 収 し て い る 。 第 一 電 極 ４ は 、 陽 極 部 ４ ａ と 、 陰 極 端 子 部 ４ ｂ と を 有 し て い る 。 有 機
層 ６ は 、 陽 極 部 ４ ａ と 第 二 電 極 ７ に 挟 持 さ れ て お り 、 第 二 電 極 ７ は 、 陰 極 端 子 部 ４ ｂ に 電
気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 陽 極 部 ４ ａ 及 び 陰 極 端 子 部 ４ ｂ に 電 源 を 接 続 し 、 陽 極 部 ４ ａ と 第
二 電 極 ７ の 間 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 有 機 層 ６ が 発 光 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ を 立 て た 状 態 で 長 期 間 使 用 し た 場 合 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
１ の 寿 命 が 短 く な る 虞 が あ っ た 。 つ ま り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ を 立 て た 状 態 で 使 用 す る と 、
吸 湿 剤 １ ０ が 下 方 に 流 動 し 、 吸 湿 体 １ ０ が 積 層 体 ３ に 接 触 し て 、 有 機 層 ６ が 劣 化 す る と い
う 問 題 を 有 し て い た （ 図 ８ 参 照 ） 。
　 本 発 明 は 、 こ の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 立 て た 状 態 で 使 用 し た 場 合 で あ っ て も
、 吸 湿 剤 が 積 層 体 に 接 触 す る 虞 が 少 な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 少 な く と も 第 一 電 極
１ ７ と 有 機 層 ２ ０ と 第 二 電 極 ２ １ と を 有 す る 積 層 体 １ ３ を 基 板 １ ２ に 形 成 し 、 少 な く と も
前 記 有 機 層 ２ ０ を 覆 う 凹 部 １ ４ ａ ， ２ ４ ａ を 有 し 前 記 凹 部 １ ４ ａ ， ２ ４ ａ に 吸 湿 剤 ２ ５ を
設 け た 封 止 部 材 １ ４ ， ２ ４ を 前 記 基 板 １ ２ に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ で あ っ て 、
前 記 封 止 部 材 １ ４ ， ２ ４ に 、 前 記 吸 湿 剤 ２ ５ を 塞 き 止 め る 壁 部 ２ ６ ， ２ ４ ｂ を 設 け た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 壁 部 ２ ６ ， ２ ４ ｂ は 、 前 記 凹 部 １ ４
ａ ， ２ ４ ａ に 塗 布 さ れ た 前 記 吸 湿 剤 ２ ５ を 囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 封 止 部 材 １ ４ ， ２ ４ は 、 接 着 剤 ２ ２
に よ っ て 前 記 基 板 １ ２ に 接 着 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 壁 部 ２ ４ ｂ は 、 前 記 接 着 剤 ２ ２ と 同
一 の 材 料 か ら な る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 立 て た 状 態 で 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 吸 湿 剤 を 壁 部 で 塞 き 止 め る こ
と が で き 、 吸 湿 剤 が 積 層 体 に 接 触 す る 虞 が 少 な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ は 、
ガ ラ ス 基 板 １ ２ 上 に 積 層 体 １ ３ を 形 成 す る と 共 に 、 封 止 ガ ラ ス １ ４ （ 封 止 部 材 ） を 設 け た
も の で あ る 。 積 層 体 １ ３ は 、 第 一 電 極 １ ７ ， 絶 縁 層 １ ８ ， リ ブ 部 １ ９ ， 有 機 層 ２ ０ ， 第 二
電 極 ２ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 一 電 極 １ ７ は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ In２ O３ ） と 酸 化 ス ズ （ SnO２ ） の 混 合 物 で あ る Ｉ Ｔ
Ｏ （ Indium
Tin Oxide） か ら な る も の で あ り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 或 い は 蒸 着 等 の 手 段 に よ っ て 、 基 板 １
２ に 形 成 さ れ て い る 。 第 一 電 極 １ ７ は 、 所 定 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 縦 方 向 の ス ト ラ イ プ
状 の 陽 極 部 １ ７ ａ と 、 第 二 電 極 ２ １ の 陰 極 部 ２ １ ａ に 導 通 さ れ る 陰 極 端 子 部 １ ７ ｂ と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 絶 縁 層 １ ８ は 、 ポ リ イ ミ ド 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 絶 縁 層 １ ８ は 、 有 機 層 ２ ０ よ り も 広 い 領 域 に 形 成 さ れ
て お り 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 に 対 応 す る 矩 形 の 開 口 １ ８ ａ と 、 陰 極 端 子 部 １ ７
ｂ と 陰 極 部 ２ １ ａ を 電 気 的 に 接 続 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ ブ 部 １ ９ は 、 フ ェ ノ ー ル 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 絶 縁 層 １ ８ 上 に 形 成 さ れ て お り 、 逆 テ
ー パ 形 状 に な っ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 陽 極 部 １ ７ ａ と 直 交 す る 方 向 に 平 行 線 状 に 設 け ら
れ て お り 、 有 機 層 ２ ０ 及 び 第 二 電 極 ２ １ を ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 機 層 ２ ０ は 、 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸 送 層 ２ ０ ｂ ， 発 光 層 ２ ０ ｃ 及 び 電 子 輸 送 層 ２
０ ｄ か ら な る も の で あ り 、 白 色 発 光 す る も の で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 な お 、 有 機 層 ２ ０ は 、
少 な く と も 発 光 層 ２ ０ ｃ が あ れ ば 良 い が 、 本 実 施 形 態 の よ う に 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸
送 層 ２ ０ ｂ 及 び 電 子 輸 送 層 ２ ０ ｄ を 設 け る こ と に よ り 、 発 光 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 第 二 電 極 ２ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る も の で あ り 、 リ ブ 部 １ ９ に よ っ て 、 第
一 電 極 １ ７ の 陽 極 部 １ ７ ａ に 直 交 す る 方 向 の ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 さ れ 、 陰 極 部 ２ １ ａ が 形
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成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 封 止 ガ ラ ス １ ４ は 、 エ ッ チ ン グ 等 の 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 凹 部 １ ４ ａ を 有 し て お り 、
紫 外 線 硬 化 性 の 接 着 剤 ２ ２ に よ っ て 、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ に 接 合 さ れ て い る 。 封 止 ガ ラ ス １ ４
の 凹 部 １ ４ ａ に は 、 ゲ ル 状 の 吸 湿 剤 ２ ５ が 塗 布 さ れ て お り 、 こ の 吸 湿 剤 ２ ５ を 取 り 囲 む よ
う に 、 所 定 高 さ を 有 す る 壁 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 凹 部 １ ４ ａ に 形 成 さ れ
て 壁 部 ２ ６ は 、 接 着 剤 ２ ２ と 同 一 の 材 料 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ を 立 て た 状 態 で 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 吸
湿 剤 ２ ５ を 壁 部 ２ ６ で 塞 き 止 め る こ と が で き 、 吸 湿 剤 ２ ５ が 積 層 体 １ ３ に 接 触 す る こ と が
な く 、 有 機 層 ２ ０ が 劣 化 す る 虞 が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す 他 の 実 施
形 態 の よ う に 、 エ ッ チ ン グ 等 の 方 法 に よ っ て 壁 部 ２ ５ ｂ を 封 止 ガ ラ ス ２ ４ と 一 体 に 形 成 し
て も 良 い 。 ま た 、 壁 部 ２ ６ ， ２ ５ ｂ は 吸 湿 剤 ２ ５ を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ た も の で あ る
が 、 少 な く と も 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ を 使 用 す る 状 態 に お け る 吸 湿 剤 ２ ５ の 下 側 に 設 け て
あ れ ば 良 い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 は 、 ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ で あ っ た が
、 セ グ メ ン ト 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 封 止 ガ ラ ス の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 有 機 層 の 拡 大 正 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 従 来 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ８ 】 同 上 従 来 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ １ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 １ ２ 　 　 ガ ラ ス 基 板 （ 基 板 ）
　 １ ３ 　 　 積 層 体
　 １ ４ 　 　 封 止 ガ ラ ス （ 封 止 部 材 ）
　 １ ７ 　 　 第 一 電 極
　 １ ７ ａ 　 陽 極 部
　 １ ７ ｂ 　 陰 極 端 子 部
　 ２ ０ 　 　 有 機 層
　 ２ １ 　 　 第 二 電 極
　 ２ １ ａ 　 陰 極 部
　 ２ ４ 　 　 封 止 ガ ラ ス （ 封 止 部 材 ）
　 ２ ４ ｂ 　 壁 部
　 ２ ５ 　 　 吸 湿 剤
　 ２ ６ 　 　 壁 部
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